(様式12－3)
(海外特別研究員事業)
平成　　 年　　月　　日

独立行政法人 日本学術振興会 理事長　殿
採 用 年 度　
受 付 番 号　
氏       名　

計画変更理由書（一時帰国）

記
1.　理由
ア．学会・会議等への参加のため
（学会・会議等名称 
）
※学会・会議等の名称や日程等がわかるような，パンフレット等を添付

・海外特別研究員の研究活動との関係
（　 有　 ・ 　無　 ）

イ．海外特別研究員の研究課題に関する打ち合わせ等のため
※打ち合せ相手の氏名や日程，打ち合わせの概要等がわかる「様式１１－別紙研究打合せ一覧」を添付

ウ．その他

2.　旅費の支給

・旅費の支給
（ 　有 　・　 無 　）

・日当の支給
（ 　有 　・　 無 　）

3.　一時帰国期間　　平成　　　年　　　月　　　日　　～　　平成　　　年　　　月　　　日（　　　日間）
　　（１回あたりの帰国日数は，１４日以内です。）
（注）
①
理由について，該当するものに○を付けてください。「3．その他」に該当する場合には，その内容を具体的に記入してください。
②
海外特別研究員本人の氏名欄は，自署の場合は押印を省略できますが，ワープロ等で記入した場合は必ず押印してください。

③
派遣期間中の一時帰国は，通算４０日までです。
④「1. 理由」が「ア.学会・会議等への参加のため」である場合には，学会・会議等の名称や日程，開催場所等が確認できるようなパンフレットやＨＰの情報を添付してください。また，「イ.海外特別研究員の研究課題に関する打ち合せ等のため」である場合には，「様式１１－別紙研究打合せ一覧」を添付してください。

⑤一時帰国することについて，受入研究者の承諾を得たうえ，その旨記載された承諾書を併せて提出してください。

⑥一時帰国期間は、日本到着日から日本出国日までを記入してください。
